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　奇数，それも3と7が好まれる法事でも，年が経つと50周忌，100周忌という設定となる．

これと逆に出生を祝う場合にも，50（年）という数の時にイベントをすることが多い．今か

ら50年前というと1958年．アメリカが人工衛星を打ち上げ，関門トンネル・新笹子トンネ

ルが開通し，東京タワーが完成した年．同年の3月26日に東大理学部の高橋研究室でパラ

メトロン計算機PC-1の稼働が開始された．その記念行事が本年同月同日に行われる（http://

www.iijlab.net/~ew/pc-1.50.html）．同様な記念行事がManchester Baby（Mark1のパイロッ

トモデル）について1998年に，EDSACについて1999年に，それぞれ行われたという．関門

トンネルや東京タワーでも同種の行事があるのだろう．ちなみに，プログラミングシンポジ

ウムは来年が第50回，情報処理学会はさ来年（2010年）が50周年となる．閑話休題．

　今月号の特集は｢ソフトウェアテストの最新動向｣で，深谷直彦，古川善吾，西康晴がエ

ディタ．“テストではプログラムが完全に正しいことは証明できない”というのは有名な言葉

であるが，それでも信頼性向上のためにはテストは欠かせない．ここでは，昔はどちらかと

いうと日陰者的に扱われてきたテストが，計画され，プロセス管理され，理論的枠組みが作

られ，さらにはテストが主体となるソフトウェア開発までが考えられてきている様子が紹介

される．また，CPUのマルチコア化でせっつかれている並列処理のテストの話もあるが，こ

れという妙案はなさそうである．昔は各段階のテストがパスしたときの快感を積み重ねてプ

ログラミングをしたものだが，今はそんな時代ではないのだろう．

　｢産学官連携による高度 IT人材育成の現状と展望－高度 IT人材育成フォーラム・公開イ

ベント報告－｣（掛下哲郎）は，2007年10月に行われた同イベントの話．盛況であったらし

いが，その後の様子はどうなのであろうか．

　｢Internet2 Land Speed Record　長距離TCP通信高速化への挑戦｣（平木敬他）は，長距

離TCP通信の速度記録の話．距離が長くなれば間に入るネットワーク機器も増加しエラー

も起きるので，信頼性を再送に頼っているTCP通信はさまざまな要因で通信速度が下がる．

2006年の記録が264,147テラビット・メートル毎秒とある．40,000キロメートル間で毎秒

6.6ギガビットを流せることになる． 

　｢評価型ワークショップの動向と日本からの貢献｣（塚田元他）は解説“機械翻訳最新事情”

の2回目．大量の学習データの提供と共通タスク・評価指標の設定に貢献している評価型ワ

ークショップという活動の仕組みとその効果の紹介．翻訳結果の自動評価の話が興味深い．

　｢仮想マシンの舞台裏（ヴイエムウェア）｣（名倉丈雄）は“仮想マシン道しるべ”のシリー

ズ．これまでの解説の繰り返し的な部分も多い．

　｢モノづくりあっての標準化｣（土田正士）は “標準化よもやま話”のシリーズ．中国の言

葉「製品作りだけでは三流会社，技術開発だけでは二流会社，標準を決めてこそ一流会社」

が面白い．中国から訳の分からない標準案が続々と提案されているのはこの言葉のせいだろ

うか．

　｢進化するディジタルドキュメンテーション－デジタルドキュメント研究会－｣（大場み

ち子）と｢モバイルコンピューティングの今｣（渡辺尚）とは“研究会千夜一夜”のシリーズ．

前者（DD研究会）はXMLと共に歩んできたという．後者は時代の流れに乗って忙しそうだ．

　｢IFIP－情報処理国際連合－近況報告｣（中島秀之，齊藤忠夫） は定例の IFIP活動報告．

IFIPも2010年が50周年．（Skay）

会誌編集委員会
　編 集 長
	 川合　　慧
　担当理事
	 長谷川　亨
	 松原　　仁
　本号エディタ
	 新　　　麗
	 石田　　亨
	 片山　　博
	 兼宗　　進
	 木戸　彰夫
	 久門　耕一
	 胡　　振江
	 佐伯　元司
	 坂田　祐司
	 白木　善尚
	 田中　哲朗
	 田中　秀樹
	 土井美和子
	 西　　康晴
	 野村　佳秀
	 深谷　直彦
	 古川　善吾
	 前田　英作
	 間瀬　久雄
	 山本里枝子

　編集スタッフ
	 後路　啓子
	 町田　善江
	 綿谷　亜樹

編集子独白
- editor's monologue -


